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第

十
　

部

会

旅
順
博
物
館
所
蔵
の

漢
文
無
量
寿
経
写
本

三

　
谷

　
真

　
澄

　
中
国
旅
順
博
物
館
（
旅
博）

に

は
、

二

〇

世
紀
初
頭
の

大
谷

探
検
隊
が

収
集
し
た

中
央
ア

ジ

ア

出
土
の

仏
典
断

片
が

多
数
所
蔵
さ

れ、

五
二

冊
の

藍

色
フ

ァ

イ
ル

〔
藍
冊）

等
種
々

の

方
法
で

保
管
さ

れ
て

い

る
。

総
計
約

二

万
六

千
点
の

断
片

資
料
中、

漢
文
浄
土
教
写

本
は
一

六
六
点
を

数
え

る

こ

と

が
で

き

る
。

　
従
来、

大
谷

隊
収
集
の

浄
土

教
写
本
に

つ

い

て

は
、

『

二

楽
叢
書
』

第

一

号
に

活
字
移
録
さ
れ
た

八
一

点
が

知
ら

れ、

藤
田
宏
達
氏
の

大
著
『

浄

土
三

部
経
の

研
究
』

で

も
こ

の

録
文
が

参
照
さ

れ

て

い

る
が

、

そ
の

所
在

は

明
ら
か

に

さ
れ
て

い

な
い

。

し

か

し、

龍
谷

大
学
と

旅
博
と
の

共

同
研

究
の

成
果
と

し
て

図

録
が

出
版
さ

れ
、

そ

れ

ら

が

「

浄
土
→
」

と

題
さ

れ

た

藍
冊
に

貼
付
保

管
さ
れ

て

い

る

こ

と

や、

こ

れ
ら

に

加
え
て

八

五

点
の

写
本
断
片
が

あ
る
こ

と
が

判
明
し

た
。

そ

の

中
に

は
、

浄
土
教

写
本
中

、

最
古
層
に

属
す
る

初
期
〈

無
量

寿
経
〉

（
以

下
、

無
量
寿
経
類
諸
訳
を

〈

無

量

寿
経
〉

と
総
称）

の

写
本
断
片
も
含
ま

れ

る
。

　
本
発
表
で

取
り
上
げ
る

五

断
片
は
、

『

大
阿
弥

陀
経
（
大
阿
）

』

、

『

無
量

清
浄
平
等
覚
経
（
平

等）
』

は
じ
め

大
正

蔵
に

収
載
さ

れ

る

〈

無
量
寿
経
〉

の

い

ず
れ
と
も
決

定
し
が

た

い

写
本
で

あ
る

。

書
体
や
紙
質、

界
高
等
の

総
合
的
分

析
か

ら
三

世
紀
末
か

ら

五

世
紀

前
半
に

書
写
さ

れ
た、

初
期

〈

無
量
寿
経
V

の

同
一

写
本
の

離
片
で

あ
る

こ

と

は

疑
い

な

い
、

第
一

断

片
は

、

『

大
阿
』

・
『

平

等
』

と

ほ

ぼ
一

致

す

る

も

の

の、

両

経
に

な
い

「

〔

無

量
〕

壽
佛
國

」

と

い

う

用

語
が

見

え、

他
の

断

片
は、

比

較
的

『

平
等
』

に

近
い

テ

キ
ス

ト
と

な
っ

て

い

る
。

従
っ

て

こ

の

写
本
は、

訳

語
の
】

部
が

現
行
漢

訳
に

な
い

と

し

て

も
、

『

平
等
』

の
一

写
本
で

あ
っ

て
、

単
な

る

誤
写
に

過
ぎ

ず
、

異
訳
と

ま

で

言
え

な

い

と

い

う

指
摘
も
あ

り

得
る

。

　
し
か

し
、

相
互

に

非
常
に

類
似
し
た

テ

キ
ス

ト

を
も
つ

『

大
阿
』

と

『

平
等
』

と

が
、

当

然
の

如
く

初
期
〈

無
量
寿

経
〉

の

二

訳
と
し
て

扱
わ

れ
て

い

る

よ

う
に、

「

〔
無
量
〕

壽
佛
國
」

（
旅
博
写
本）

か
、

「

阿
彌
陀
佛

國
」

（
『

大
阿
』

）

か

「

無
量
清

淨
佛
國
」

（
『

平
等
』

）

か

は、

単
な
る

訳
語

の

相
違
と

は

言
え
な
い

重

要
な

相
違
で

あ
り、

異
訳
と

し
て

扱
っ

た

と

し

て

も

非
難
さ

れ
る

こ

と

は

な
い

で

あ
ろ
う

。

当
該
写
本
は、

大
正

蔵
で

は

『

大
阿
』

（
大
正
一

二
、

三

＝

頁
中
二

八

−
下
二

六）
、

「

平

等
』

（
同
二

九
三

中
一

六
−

下
一

四
V

に

あ
た

り
、

欠
損
部
分
を
補
足
す
れ
ば
四

二

〇

字

分
に

相
当
す
る

。

現
行
の

『
無
量
寿
経
』

の

平
行
箇
所
（
同
二

七
四

中

「

八

ー
二
一
）

は、

五
八

字
に

過
ぎ

ず、

大
幅
に

短
く
な

っ

て

い

る

が
、

旅

博
写

本
で

「

〔

無
量〕

壽
佛
國
」

と

あ
る

部
分
が

「

無
量

壽
國
」

と

な

っ

て

い

る

点
が

注
目
さ
れ
る

。

　
一

方
、

新
疆
ウ
イ
グ
ル

自
治

区
博
物
館
に

は
、

旅
博
写
本
と

は

別
写
本

で
あ
る

が、

明
ら
か

に

「

無
量

壽
佛
國
」

と

訳
出
さ

れ

て

い

る

同
系

統
の

初
期
〈

無
量

寿
経
〉

写
本
が

所

蔵
さ
れ

て

お

り、

『

大
阿
』

や

『

平
等
』

と

は

別
系

統
の

翻
訳
の

存
在
を
示

唆
し

て

い

る
。

本
写

本
の

経
題
や
奥
書

が

見
つ

か
っ

て

お

ら

ず
、

現
時

点
で

訳
者
を

確
定
す

る

こ

と

は

で

き

な
い

が
、

ト

ル

フ

ァ

ン

出
土
の

古
写

本
群
の

中
に、

元

康
六

年
（
二

九
六
）

書
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写
の

『

諸
仏
要

集
経
』

を
は
じ
め

、

竺

法
護
訳
の

仏

典
が

多
数
発
見
さ

れ

て

い

る

こ

と

が
、

何
ら
か

の

手
が
か

り
と

な

る

か

も
知
れ
な
い

。

　
竺

法

護
訳
の

初
期
〈

無
量

寿
経
〉

写
本
が

実

在
す
る

場
合

、

 
『

大

阿
』

訳
出
（

支
謙
（
二
一
＝
一

−
二

五
三

の

問）

あ

る

い

は
支
婁

迦
讖

二

七
八

−
一

八

九
の

問）
）
、

 
『

平

等
』

訳

出
（
吊
延
（
白
延）

二

五

六

ー

二

五

九
頃）

、

 
竺

法
護

訳
成
立

（
三

〇
八

年）

↓
写

本
と
し

て

流
布、

 
無
量
寿

経
と
し

て

『

道
安
録
』

に

記
載
（
三

七
四

年
頃
）

と

い

う

経
過

を
た
ど

っ

た

結
果、

竺

法
護
訳
は

失
わ

れ、

『

大
阿
』

と

「

平
等
』

の

み

が

「

五

存
」

の

二

訳
と

し
て

残
さ

れ

た

こ

と

に

な
る

。

　
い

ず
れ

に

し

て

も
、

旅
博
所
蔵
写
本
の

中
に
、

現

存
最
古
級
の

初
期

〈

無
量
寿
経
〉

写
本
の

存
在
が

確
認
さ

れ

た

こ

と

は

疑
い

な

く
、

今
後、

当

該
経
典
の

成
立

や

翻
訳
の

系
譜
の

再
構
築
を
促
す
可

能
性
を

秘
め
て

い

る
。

　
（

拙
稿
「

旅
順

博
物
館
所
蔵
の

浄
土

教
写
本
に

つ

い

て
」

『

国
際
文
化
研

究
』

（
龍
谷
大

学
国

際
文

化
学
会
）

→

二
、

二

〇
〇
八
、

二

九

−
四

四

頁

参
照
）

『

医
心
方
』

と

『

外
台
秘
要
方
』

多

　
田

　
伊

織

　

本
発
表
で

は
、

佚
書
『

僧
深
方
』

の

輯
佚
を

通
し

て、

大
部
の

医
学
全

書
で

あ
る
日

本
の

冖、
医
心
方
』

と

唐
の

『

外
台
秘
要
方
』

の

編

纂
意
図
の

違
い

と、

同
じ

『

僧
深
方
」

が
、

、
一

書
の

問
で

は

ど

う
異
な
る
か

、

そ
し

て

六

朝
期

、

劉
宋
か

ら

南
斉
の

間
に

活
躍
し

た

と

さ

れ

る

僧
侶
「

僧
深
」

の

手
に

な
る

『

僧
深
方
』

が
一

体
い

か

な
る
医
学
書
で

あ
っ

た

か

を、

考

察
し

た
い

。

　

丹
波
康
頼
『

医
心
方
』

三

十
巻
（

永
観
二

年
　
九
八

四

年
進
上）

は、

現
存
す
る
日

本
最
古
の

医
学
全
集
で

あ
る

。

先
行
す
る

中
国
・

朝
鮮
・

日

本
の

医
学
書
か

ら
の

引
用
で

成
り

立
つ

本
書
は、

唐
・

王

熹
の

『

外
台

秘

要

方
』

四
十
巻
（
天
宝

十
一

載
　
七

五
二

年
成
立
）

と

の

類
似

性
が
以
前

よ

り

指
摘
さ

れ

て

い

る
。

　
『

医
心

方
』

と

『

外

台
秘
要

方
』

が、

す
で

に

散
逸
し

た

唐
代
ま

で

の

古
医
書
の

宝

庫
で

あ
る

こ

と

は

言
う
ま
で

も

な

い
。

『

隋

書
』

経
籍
志
に

三

〇
巻
と

著
録
さ

れ
る

『

僧
深
力
』

は
、

藤
原

佐
世
『

日
本
国
見
在
書
目

録
』

（
寛
平

九
年

　
八

九
七

年
ま

で

に

成
立）

に

も

「

方

集
　
廿
九

　
尺

僧
深
撰
」

と

し
て

著

録
さ

れ

て

い

る
。

『

医
心
方
』

が

重

要
な
の

は、

北

宋
の

校
正
医

書
局
に

よ

る

改
訂
を

経
て

い

な
い
、

遣
唐
使
将
来
の

原
本
の

系
統
か

ら

引
用
さ

れ
て

い

る

点
で

あ
る

。

今
利
用
で

き
る

最
も
占
い

『

外

台
秘
要
方
』

で

も、

校
正
医
書
局
の

改
変
を
受
け

た、

北
宋
も
し

く
は

南

宋
初
ま

で

下
が
っ

た

時
代
の

版
本
で

あ
る

。

　
幕
府
医
学

館
で

幕
末
に

半
井
家
本
『

医
心
方
』

模
刻
が

行
わ
れ

た

際、

『

医
心
方
』

は

単
方
を

中
心
と

す
る

こ

と
が

注
意
さ

れ

て

い

た
。

『

僧

深

方
』

輯
佚
に

当
た
っ

て
、

同
じ

症
状
に

対
す
る

『

外
台
秘
要
方
』

と

『

医

心

方
』

の

処

方
の

相
違
を

検
討
し

て

い

る

が
、

『

医
心

方』

所
引
の

『

僧

深
方
』

は
、

単
純
な
処

方
の

も

の

を

多
く
選
ん

で

い

る
。

こ

れ

は

日

本
医

学
の

後
進
性
を
示
す
と
い

う
よ

り
、

処
方
が

簡
単
で
、

す

ぐ

に

使
え
る

単

方
を、

丹
波
康
頼
が
選
ん

だ、

と

考
え
て

い

る
。

単
方
を

ま

と

め

た

医
書

は

需
要
が
あ

り
、

『

隋
書
』

経
籍
志
に

も
、

北
魏

・

王

顕
の

『

王

世
栄

単

方
一

巻
』

、

隋
・

許

澄
『

備
急

単
要
方
三

巻
』

な
ど
が

見
え
る

。

た

だ

し、
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